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友
愛
ク
ラ
ブ
が

作
品
展
を
開
催

サ
ン
ベ
ル
ク
ス

が
今
年
も
寄
付

読
売
新
聞
東
京
北
工
場
と
落
語
ツ
ア
ー

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
会
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
会
長

定
期
開
催
め
ざ
す

新
聞
製
作
の
裏
側
は
…

高
架
下
は
雨
天
も
決
行

箏と笙

千住仲町BUoY

響く音色

ぬかるんだ場所はスタッフが早朝から整備

親子イベント

　
６
月
28
日
、
荒
川
に
架
か

る
千
住
新
橋
の
高
架
下
（
千
住
側
）
で
公
益
社
団
法
人
東

京
青
年
会
議
所
足
立
区
委
員

会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
千
住

縁
側
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
ハ
シ

ノ
シ
タ
―
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
前
日
ま
で
ぐ
ず
つ
い
た
天

気
が
続
い
た
た
め
足
元
の
悪

い
所
も
あ
っ
た
が
、
会
場
に

は
移
動
動
物
園
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
、
子
ど
も
の
遊
び
場
な

ど
が
あ
り
、
子
ど
も
も
大
人

も
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い

た
。
来
場
者
も
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
あ
ち
こ
ち
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
姿
も
。

　
こ
れ
ま
で
駐
車
場
や
駐
輪

場
と
し
て
の
利
用
が
殆
ど
だ

っ
た
高
架
下
の
空
間
。
そ
の

新
た
な
活
用
法
と
し
て
今
回

初
め
て
実
施
さ
れ
、
将
来
的

に
北
千
住
駅
周
辺
か
ら
荒
川

河
川
敷
へ
の
人
流
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
。
担
当
者
は
「
定
期

的
に
開
催
出
来
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
話
し
た
。

　
区
内
に
本
社
の
あ
る
株
式

会
社
サ
ン
ベ
ル
ク
ス
の
鈴
木

秀
夫
社
長
ら
が
５
月
27
日
、

足
立
区
役
所
を
訪
ね
、
近
藤

や
よ
い
区
長
に
、
３
０
０
万

円
の
寄
付
を
し
た
。

　
区
で
は
、
２
０
０
万
円
を

幼
稚
園
の
振
興
支
援
に
、
１

０
０
万
円
を
防
災
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
製
作
費
に
活
用
す

る
予
定
。

　
サ
ン
ベ
ル
ク
ス
で
は
、
毎

年
同
金
額
の
寄
付
を
行
っ
て

い
る
。
区
で
は
、
様
々
な
要

望
が
あ
る
中
か
ら
、
よ
り
有

意
義
な
活
用
を
行
っ
て
い

る
。

　
か
つ
て
は
銭
湯
や
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
だ
っ
た
建
物
を
生
か

し
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
Ｂ

Ｕ
ｏ
Ｙ（
ブ
イ
）」（
千
住
仲

町
）で
７
月
11
日
、筝
と
笙
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。

　
こ
れ
は
区
内
５
カ
所
の
文

化
施
設
で
開
か
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
コ
ン
サ
ー
ト
in
ミ
ュ

　
大
好
評
の
親
子
参
加
イ
ベ

ン
ト
「
読
売
新
聞
東
京
北
工

場
と
落
語
ツ
ア
ー
」
の
応
募

締
切
を
、
足
立
よ
み
う
り
新

聞
読
者
に
限
り
特
別
延
長
し

ま
す
！

　
新
聞
が
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
、
ど
う
届
く
の
か
？
　
イ

ベ
ン
ト
で
は
そ
の
裏
側
を
工

場
見
学
と
動
画
で
分
か
り
や

す
く
解
説
。
工
場
見
学
の
後

は
、
二
ツ
目
・
三
遊
亭
兼
矢

の
高
座
を
楽
し
め
ま
す
。
自

由
研
究
や
家
族
の
夏
の
思
い

出
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
！
　
参
加
費
無
料
、

応
募
締
切
は
８
月
10
日
㈪
、

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
め

ま
す
。

【
詳
細
】
日
時
＝
８
月
22
日

㈯
10
時
30
分
～
受
付
、
11
時

～
動
画
視
聴
、
11
時
25
分
～

ー
ジ
ア
ム
」
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も

の
。
こ
の
日
は
様

々
な
活
動
を
し
て

活
躍
し
て
い
る
、

筝
の
森
梓
紗
さ

ん
、
笙
の
東
田
は

る
奈
さ
ん
が
出
演

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

伝
統
曲
を
掛
け
合

わ
せ
た
楽
曲
や
独

奏
曲
を
披
露
。
50

人
程
の
観
客
は
心

に
響
く
音
色
に
聴
き
入
り
、

２
人
が
作
り
出
す
楽
曲
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　
７
月
16
日
か
ら
20
日
、
区

役
所
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
友

愛
ク
ラ
ブ
作
品
展
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
か
ら
女
性
委
員

会
の
作
品
も
出
展
さ
れ
た
。

12
時
45
分
新
聞
資
料
館
・
工

場
見
学
、
13
時
～
落
語
、
14

時
終
了
予
定
。
会
場
＝
読
売

プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
東
京
北

工
場
（
北
区
船
堀
４
―
２
―

１
）
。
交
通
＝
東
京
さ
く
ら

ト
ラ
ム（
都
電
荒
川
線
）「
荒

川
車
庫
前
」
駅
、
「
梶
原
」

駅
か
ら
徒
歩
７
分
（
さ
く
ら

ト
ラ
ム
に
は
、千
代
田
線「
町

屋
」
駅
、
日
比
谷
線
「
三
ノ

輪
」
駅
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ

イ
ナ
ー
「
熊
野
前
」
駅
の
い

ず
れ
か
で
乗
り
換
え
）
。
対

象
＝
小
学
１
～
６
年
生
、
中

学
１
～
３
年
生
、
定
員
＝
親

子
40
組
。
注
意
事
項
＝
場
内

へ
の
持
ち
込
み
は
フ
タ
付
き

の
飲
み
物（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

水
筒
な
ど
）
に
限
る
。
問
合

＝
０
３
―
６
６
８
７
―
４
１

７
４（
東
京
連
合
読
売
会
）。

主
催
＝
ヨ
ミ
ウ
リ
シ
ン
ブ
ン

ト
ウ
キ
ョ
ウ
ホ
ン
シ
ャ
。
協

力
＝
読
売
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ

ア
、
一
般
社
団
法
人
城
北
読

売
会
★
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
、
結
果
は
メ
ー
ル
で
連

絡
。

【
小
学
校
】︿
１
ブ
ロ
ッ
ク
﹀

千
寿
＝
〇
異
儀
田
諭
、
千
寿

本
町
＝
渡
辺
隆
之
、
千
寿
双

葉
＝
川
井
千
宏
、
千
寿
常
東

＝
●
村
上
和
生
、
千
寿
桜
＝

青
木
友
利
恵
、
千
寿
第
八
＝

〇
入
澤
靖
幸
〈２
ブ
ロ
ッ
ク
〉

宮
城
＝
◎
工
藤
隆
朗
、
扇
＝

〇
吉
田
聡
〈３
ブ
ロ
ッ
ク
〉

寺
地
＝
〇
不
在
、
本
木
＝
佐

橋
透
、
興
本
＝
青
柳
清
志
、

西
新
井
＝
高
柳
康
介
、
西
新

井
第
一
＝
◎
猪
股
健
三
〈４

ブ
ロ
ッ
ク
〉
梅
島
＝
田
中
利

明
、
梅
島
第
一
＝
〇
宮
﨑
和

也
、
関
原
＝
中
山
勝
友
、
栗

原
＝
堀
田
靖
文
、
島
根
＝
◎

横
田
光
慶
〈５
ブ
ロ
ッ
ク
〉

弥
生
＝
〇
大
谷
朋
子
、
弘
道

第
一
＝
◎
吉
野
美
一
〈６
ブ

ロ
ッ
ク
〉綾
瀬
＝
恩
田
充
彦
、

東
綾
瀬
＝
相
澤
真
宏
、
東
加

平
＝
〇
鈴
木
惠
、
東
渕
江
＝

〇
河
合
真
樹
、
北
三
谷
＝
◎

坪
井
唯
至
、
大
谷
田
＝
小
久

保
文
貴
、
長
門
＝
新
田
友
香

〈７
ブ
ロ
ッ
ク
〉
中
川
＝
山

中
広
大
、
中
川
東
＝
◎
佐
々

木
剛
志
、中
川
北
＝
岩
崎
強
、

辰
沼
＝
〇
高
川
育
也
、
六
木

＝
〇
金
杉
義
光
〈８
ブ
ロ
ッ

ク
〉
青
井
＝
木
内
将
之
、
加

平
＝
〇
安
本
洋
輔
、
栗
島
＝

◎
星
野
宏
文
、
東
栗
原
＝
西

浩
太
、
平
野
＝
依
田
剛
〈９

ブ
ロ
ッ
ク
〉
花
畑
＝
◎
西
内

舞
香
、
花
畑
第
一
＝
〇
三
山

裕
樹
、花
畑
西
＝
〇
糸
井
健
、

桜
花
＝
摺
渕
靖
子
、
花
保
＝

伊
東
加
那
〈10
ブ
ロ
ッ
ク
〉

竹
の
塚
＝
三
明
正
、
保
木
間

＝
山
澤
貴
鋭
、
西
保
木
間
＝

小
幡
健
斗
、
渕
江
＝
◎
山
口

真
弘
、
渕
江
第
一
＝
○
渡
邉

勝
也
、
中
島
根
＝
大
森
章
正

〈11
ブ
ロ
ッ
ク
〉
伊
興
＝
麥

島
大
作
、
東
伊
興
＝
〇
髙
橋

剛
章
、西
伊
興
＝
◎
篠
田
登
、

西
新
井
第
二
＝
高
瀬
慎
一
、

栗
原
北
＝
加
藤
諒
〈12
ブ
ロ

ッ
ク
〉
鹿
浜
五
色
桜
＝
〇
中

村
卓
雅
、
新
田
＝
◎
佐
藤
由

貴
、
鹿
浜
第
一
＝
伊
豫
田
千

枝
、鹿
浜
未
来
＝
苅
部
浩
規
、

皿
沼
＝
田
村
由
佳
〈13
ブ
ロ

ッ
ク
〉
古
千
谷
＝
◎
萩
本
秀

晃
、
舎
人
＝
〇
周
本
雄
大
、

舎
人
第
一
＝
芦
原
直
昭
、
足

立
入
谷
＝
不
在

【
中
学
校
】
〈西
新
井
北
ブ

ロ
ッ
ク
〉
第
十
四
＝
〇
大
塚

光
智
、
西
新
井
＝
金
井
田
保

彦
、
入
谷
＝
不
在
、
伊
興
＝

佐
藤
雅
憲
、
入
谷
南
＝
〇
近

藤
祐
子
〈江
北
ブ
ロ
ッ
ク
〉

江
南
＝
◎
山
口
美
郁
、
新
田

＝
林
里
美
、
鹿
浜
菜
の
花
＝

〇
笠
井
健
、
江
北
桜
＝
鈴
木

智
恵
、加
賀
＝
矢
作
浩
太
〈西

新
井
南
ブ
ロ
ッ
ク
〉
第
四
＝

神
木
え
り
、
第
五
＝
岸
田
昌

枝
、
第
六
＝
河
野
盟
、
第
七

＝
◎
江
連
嘉
人
、
第
九
＝
枝

園
司
、第
十
＝
〇
志
村
雄
司
、

扇
＝
青
柳
清
志
〈千
住
・
中

央
ブ
ロ
ッ
ク
〉
第
一
＝
◎
田

代
竜
介
、
千
寿
桜
堤
＝
髙
橋

勇
吾
、
千
寿
青
葉
＝
髙
橋
孝

平
、
第
十
一
＝
林
祐
悟
、
青

井
＝
〇
照
屋
豊
、
栗
島
＝
千

葉
智
美
〈綾
瀬
ブ
ロ
ッ
ク
〉

第
十
二
＝
梶
和
喜
、
第
十
三

＝
◎
徳
丸
健
一
、
東
綾
瀬
＝

〇
田
島
翼
、
蒲
原
＝
池
田
光

芳
、
谷
中
＝
岸
本
美
幸
〈竹

の
塚
ブ
ロ
ッ
ク
〉
東
島
根
＝

伊
藤
法
哉
、渕
江
＝
芦
川
雅
、

竹
の
塚
＝
◎
大
橋
幸
裕
、
花

畑
＝
酒
井
愛
子
、
花
畑
北
＝

不
在
、花
保
＝
〇
内
海
淑
子
、

六
月
＝
●
宮
澤
め
ぐ
み
　
★

以
上
、
各
校
の
代
表
者
。
表

記
は
●
＝
連
合
会
長
、
◎
＝

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
〇
＝
副
ブ
ロ

ッ
ク
長
、
敬
称
略
。

参加申込用
二次元コード

三遊亭兼矢

（左から）演奏する森さん、東田さん

寄付をした鈴木社長

女性委員会の作品

は
た
た
神
と
な
り
の
町
へ
移
り
け
り
　
鵜
澤
日
出
雄

【
評
】
落
雷
の
危
険
を
感
ず
る
ほ
ど
の
激
し
い
雷
が

漸
く
収
ま
っ
た
。
今
ご
ろ
は
隣
町
で
ひ
と
暴
れ
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
事
も
な
く
通
過
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
と
隣
町
を
思
い
遣
っ
て
い
る
。

池
の
面
を
揺
ら
し
て
風
の
青
楓
　
　
　
長
束
フ
ミ
子

夏
帽
の
空
へ
溶
け
ゆ
く
観
覧
車
　
　
　
平
井
　
智
子

応
援
の
声
が
声
消
す
西
瓜
割
　
　
　
　
早
川
賀
世
子

両
国
は
す
で
に
炎
天
寄
せ
太
鼓
　
　
　
山
﨑
　
勝
久

山
里
の
時
間
ゆ
つ
く
り
夏
薊
　
　
　
　
木
村
　
徳
夫

待
望
の
花
火
日
和
と
な
り
に
け
り
　
　
小
林
　
愛
治

風
鈴
や
遠
き
南
部
の
音
の
せ
り
　
　
　
松
永
　
京
子

台
風
の
備
へ
の
縄
を
手
繰
り
上
げ
　
　
木
幡
　
忠
文

夕
暮
れ
色
に
街
路
樹
の
百
日
紅
　
　
　
中
津
野
洋
一

心
地
よ
き
風
を
取
り
入
れ
青
簾
　
　
　
田
地
野
貞
子

玄
関
に
ひ
つ
そ
り
と
ゐ
る
夜
の
金
魚
　
坂
田
　
和
枝

野
良
猫
に
風
の
道
あ
り
夏
木
立
　
　
　
松
本
　
政
女

逃
げ
回
る
子
を
追
い
か
け
る
芝
刈
機
　
関
根
　
初
男

紫
陽
花
の
色
揃
ひ
た
る
散
歩
道
　
　
　
小
林
　
隆
猛

見
覚
え
の
日
傘
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る

　選
　者
　吟

　
【
応
募
要
項
】
　
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
︲
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
︲
２
︲
26
　
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
８
月
18
日
㈫
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

松
岡
隆
子

　選

栞
主
宰

壇壇
俳俳

き
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー

ト
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ

が
陰
虚
火
旺
の
状
態
で

す
。
自
律
神
経
も
乱
れ
、

背
中
が
熱
く
な
り
、
睡
眠

の
質
が
下
が
り
ま
す
。
足

が
ほ
て
る
場
合
は
下
半
身

が
だ
る
く
落
ち
着
き
ま
せ

ん
。
こ
の
陰
虚
火
旺
に
よ

る
熱
感
は
、
補
陰
清
熱
と

い
う
方
法
で
対
応
し
ま

す
。
み
ず
み
ず
し
い
潤
い

で
あ
る
陰
を
補
い
、
過
剰

　
熱
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
の
に
、
背
中
が
熱

く
て
眠
れ
な
い
。
手
足

が
ほ
て
り
、
だ
る
く
、

足
の
置
き
場
が
な
く
て

眠
れ
な
い
。

　
こ
れ
は
中
医
学

で
は
陰
虚
火
旺
と

い
う
症
状
に
な
り

ま
す
。
加
齢
と
共

に
失
わ
れ
る
体
の

潤
い
、
女
性
な
ら

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
、
男
性

な
ら
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

を
始
め
と
す
る
体
内
に

必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
み

ず
み
ず
し
い
潤
い

（
陰い

ん

）
が
不
足
し
て
く

る
と
、
熱
（
陽
）
を
抑

え
ら
れ
な
く
な
り
、
渇

な
陽
を
抑
え
ま
す
。

　
漢
方
処
方
で
は
、
知

柏
地
黄
丸
、
杞
菊
地
黄

丸
、
天
王
補
心
丹
、
亀

鹿
仙
、
三
物
黄
湯
な

ど
か
ら
体
質
や
全
身
症

状
に
よ
っ
て
合
う
も
の

を
選
ん
で
ゆ
き
ま

す
。

　
冷
感
マ
ッ
ト
や
ひ

ん
や
り
シ
ー
ツ
で
も

改
善
し
な
い
夜
間
の

熱
感
に
、
漢
方
薬
が

お
役
に
立
て
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３�
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背
中
の
熱
感
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文 

夫

染
め
を
数
多
く
手
が
け
て
い
る
。
こ
れ
は
江

戸
で
売
ら
れ
る
足
袋
に
用
い
る
木
綿
で
あ

る
。
ま
た
、
酒
や
肴
、
飯
を
商
う
家
が
四
、

五
軒
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
軒
は
と
く
に
大
き

く
、
調
度
も
た
い
へ
ん
整
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
漉
き
返
し
紙
（
古
紙
を
再
生
し
た
紙
）

を
漉
く
家
も
数
軒
あ
る
。
」

　
こ
の
記
述
か
ら
内
匠
新
田
で
は
染
物
業
や

製
紙
業
、
飲
食
業
な
ど
、
多
様
な
生
業
が
営

ま
れ
て
い
た
こ
と
、
な
か
で
も
紺
屋
は
、
江

戸
で
販
売
さ
れ
る
足
袋
用
の
木
綿
を
大
量
に

染
め
る
ほ
ど
の
規
模
を
誇
り
、
内
匠
新
田
が

江
戸
の
消
費
を
支
え
る
生
産
地
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
旅
人
を
迎
え
る
酒
屋
や
飯
屋
が

軒
を
連
ね
、
調
度
の
整
っ
た
大
き
な
店
が
目

を
引
い
た
こ
と
か
ら
も
、
綾
瀬
川
の
舟
運
に

よ
る
活
況
と
、
人
々
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
内
匠
橋
か
ら
綾
瀬
川
の
川
下
を
望
む
と
首

都
高
の
高
架
の
先
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見

え
、
江
戸
と
結
び
つ
い
て
い
た
歴
史
と
嘉
陵

の
文
章
を
思
い
お
こ
し
ま
す
。

■
内
匠
新
田
の
豊
か
さ
　
綾
瀬
川
に
架
か
る

内
匠
橋
の
名
は
内
匠
新
田
に
由
来
し
ま
す
。

こ
の
新
田
は
、
甲
斐
武
田
氏
の
旧
臣
と
伝
え

ら
れ
る
芦
川
内
匠
（
あ
し
か
わ
・
た
く
み
）

が
江
戸
時
代
初
期
に
開
発
し
た
と
さ
れ
、
そ

繁
栄
し
た
内
匠
新
田

の
後
、
江
戸
近
郊
で
も
有

数
の
豊
か
な
村
と
し
て
、

そ
の
繁
栄
ぶ
り
は
当
時
の

紀
行
文
に
も
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
る
べ
』（
一
八
〇
七
～
三
四
年
記
述
）に
は
、

内
匠
新
田
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
川
沿
い
に
建
ち
並
ぶ
商
家
も
民
家
も
、
貧
し

げ
な
家
は
一
軒
も
な
い
。
こ
れ
は
舟
運
の
利
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

　
こ
の
一
節
か
ら
は
、
綾
瀬
川
の
舟
運
が
大
き

な
富
を
も
た
ら
し
、
そ
の
繁
栄
が
旅
人
の
目
に

も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
現
在
も
橋
の
名
と
し
て
残
る
「
内
匠
」

は
、
こ
の
地
が
舟
運
に
よ
っ
て
栄
え
た
歴
史
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

■
生
業
へ
の
視
角
　
嘉
陵
は
産
業
や
人
々
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
ま
す
。

「
川
沿
い
に
紺
屋
が
二
軒
あ
る
。
江
戸
に
も
な

い
ほ
ど
の
大
き
な
紺
屋
で
、
木
綿
の
浅
黄
や
紺

　
江
戸
後
期
に
村
尾
嘉
陵

が
著
し
た
『
江
戸
近
郊
道

「江戸近郊道しるべ」
の内匠新田の図
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帰省のお土産に
大変喜ばれます

▶島田屋製菓は８月15日～19日まで休業します。

Ｒ
Ｑ
→https://www.ayomi.co.jp/tuhan/
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ネット通販
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申
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４
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金
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◆日々の情報は

X（旧Twitter）


